
令和７年生駒市男女共同参画審議会 第 1回 会議録 

 

１ 開催日時 令和７年６月２６日午後３時００分～午後４時３０分  

 

２ 開催場所 コミュニティセンター４階４０２・４０３会議室  

 

３ 出席者：田間委員、藤次委員、生駒委員、宮嵜委員、緒方委員、橋本委員、田中委員  

（事務局）後藤人権施策課長、ダイバーシティ推進プラザ 福山所長、立岡主幹、真銅、吉田  

 

４ 案件  

（１）生駒市男女共同参画行動計画（第４次）について 

（２）生駒市の男女共同参画の取組について 

（３）その他 

 

５ 傍聴者：1名 

 

６ 会議の内容  

（事務局） ＜開会、公開の了解＞＜資料確認＞ 

（課 長） ＜挨拶＞ 

 会議については、「生駒市男女共同参画推進条例施行規則第１２条第１項」により会長が進行。   

（事務局） 案件１ 生駒市男女共同参画行動計画（第４次）について説明 

表紙イラストについて 

（委 員） 素敵な冊子になった。 

（会 長） イラストについて、人物の肌の色はいろいろあっていいのではないかと提案した。

笑顔が素敵なイラストで、背景の生駒山の写真が生駒らしい表紙となった。 

（事務局） 肌の色を塗らない描写手法のイラストのため、人物の肌の色の違いが出せなかった。 

（委 員） イラストで気になるのは、年配の女性の手に持っているのが１級建築士の本になっ

ていること。 

（事務局） 年齢にかかわらず、女性が活躍する姿を固定的な役割のイメージにならないように

描いてほしいと依頼した。 

 

（事務局） 案件２男女共同参画プラザの概要（令和６年度版）について説明 

 図書について 

（会 長） ダイバーシティ推進プラザと名称変更しているが、ダイバーシティに関する図書を



置くのか。 

（事務局） ダイバーシティ全般となると範囲が広くなりすぎるので、すべてのジャンルの図書

購入は難しい。ジェンダー平等に関する本が中心になる。 

（会 長） 図書館と連携した蔵書検索はできるのか。 

（事務局） 図書館の蔵書管理システムとはリンクできない。 

（会 長） 図書館の蔵書とリンクができるといい。 

（委 員） 本を借りる人は。 

（事務局） 講座受講者やリピーターが多い。 

      図書館で順番待ちの本がプラザにもあり、待たずに借りることができると好評。 

 名称について 

（会 長） 名称がダイバーシティに変わったことを公表しているか。 

（事務局） 広報やホームページで公表している。 

 法律相談について 

（委 員） 法律相談の件数が増えているがその理由は。 

（事務局） こども相談を通じて女性相談につながり離婚関係で法律相談につながった。相続相

談が多いと感じる。 

 講座について 

（会 長） 講座やセミナーの集客が難しいのではないか。 

（事務局） テーマや募集の内容によっては難しいが、地域に根差した交流や啓発方法を模索し

ており、その中で参加者を増やしていけたらと考えている。 

 

（事務局） 生駒市男女共同参画行動計画（第３次）後期実施状況について説明 

 実施状況について 

（委 員） パパママ教室が３倍４倍になっているその背景は 

（事務局） 少子化対策への環境づくり。 

      我々プラザも健康課主催の講座に出向いていこうとしているが、内容が充実して

いて時間が足りない講座の場合は入りにくい。 

（委 員） 市職員対象のアンコンシャス・バイアス研修で、男性の産後うつをテーマにされた

ことに関して、「家では育休を取らなくていい、職場では育休を取れと言われ」て

板挟みになる人もいる。今後も様々な立場の方について理解を深められる研修と

なるよう期待する。 

 

（事務局） 生駒市男女共同参画行動計画（第４次）前期実施計画について説明 

講座について 

（委 員） 男女共同参画週間の講座で、なぜ㈱ポーラに依頼したのか。 

（事務局） ㈱ポーラは、「10代のためのジェンダーの授業」を全国の小・中学校に配布してい

る。今回、その展示と冊子の無償提供をしていただいた。メーク講座に関しても男



性も女性もすべての人を対象にしている。 

（委 員） 化粧品のユニセックスは他社も力を入れていると思う。 

（事務局） ４年目となるジェンダーの冊子無償提供の実績をみて、展示とともに性別を問わず

「自分らしく」なるためのメークとして、講座を依頼した。 

今後、良い企業があれば連携していく。 

男女共通の制服の導入について 

（委 員） 選択肢があることで、反対に混乱は起きていないか。 

（委 員） こどもたち自身が選択できる状況。それが大切と考える。 

イクボス宣言について 

（会 長） イクボス宣言について、どうか。 

（事務局） ６年度１社、7年度は現在１社の増。なかなか増えていない状況。企業側への具体

的なメリットが伝えられないことが課題。 

（委 員） 求人の場で宣言していることを明示するようにすれば企業にとってもメリットが

感じられるのではないか。 

（委 員） イクボス宣言した企業は、それぞれ先進的な取組みをしているはずなので、相互に

ノウハウを共有できる場があるとよいのではないか。 

 

（会 長） 終了の挨拶 


